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2

Point Check
仕訳問題解答時の注意
♦�許容勘定科目について
　検定試験では使用できる勘定科目が限定列挙されている。したがって、問題解答する上では
必ず勘定科目を確認して解答するようにする。特に、認められる勘定科目が複数考えられる場
合は十分注意する。
例： 減価償却累計額と○○減価償却累計額（建物減価償却累計額、備品減価償却累計額） 
預り金と○○預り金（所得税預り金、社会保険料預り金）など

♦指定勘定科目の並び
　指定勘定科目の並び方は大方、資産・負債・資本・収益・費用の順に並んでいる場合と、ラ
ンダムに並んでいる場合とがある。

仕訳の基本形

　以下に挙げた仕訳は、あくまでも記憶を補助する手段である。これを丸暗記するのではなく、
問題解答にあたっては、上記仕訳の基本形を踏まえ、問題文をしっかりと読み取って、問われ
たことを仕訳できるようにする。

商品売買の仕訳（三分法）

問
題
編

第
１
問
対
策

第
１
問
対
策

資　産
増加 減少

負　債
減少 増加
資　本

減少 増加
収　益

発生
費　用

発生

借方 貸方
資産の増加 資産の減少
負債の減少 負債の増加
資本の減少 資本の増加
費用の発生 費用の取消
収益の取消 収益の発生

□現金仕入 （仕 入）×××（現 金）×××
運賃などを含める

□現金売上 （現 金）×××（売 上）×××
□掛仕入（引取運賃現金払い） （仕 入）×××（買 掛 金）×××

運賃などを含める （現 金）×××
□掛売上 （売 掛 金）×××（売 上）×××
□発送費の支払い （発 送 費）×××（○ ○ ○）×××
□手付金又は内金の支払い （前 払 金）×××（○ ○ ○）×××

又は（前渡金）

□手付金又は内金の受取り （○ ○ ○）×××（前 受 金）×××
□商品仕入（手付金充当） （仕 入）×××（前 払 金）×××

又は（前渡金）

（○ ○ ○）×××
□商品売上（手付金充当） （前 受 金）×××（売 上）×××

（○ ○ ○）×××
□ 他者発行商品券の受取りによる売上 （受 取 商 品 券）×××（売 上）×××
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第
１
問
対
策

第
２
問
対
策
①

第
２
問
対
策
②

第
２
問
対
策
③

第
２
問
対
策
④

第
３
問
対
策

総
合
問
題
①

総
合
問
題
②

問
題
編

現金関係の仕訳
□現金（通貨）の受取り （現 金）×××（○ ○ ○）×××
□現金（通貨）の支払い （○ ○ ○）×××（現 金）×××
□他人振出小切手の受取り （現 金）×××（○ ○ ○）×××
□為替証書の受取り （現 金）×××（○ ○ ○）×××
□送金小切手の受取り （現 金）×××（○ ○ ○）×××
□現金過不足（不足）の発生 （現 金 過 不 足）×××（現 金）×××
□現金過不足（過剰）の発生 （現 金）×××（現 金 過 不 足）×××
□現金不足の原因判明 （○ ○ ○）×××（現 金 過 不 足）×××
□現金過剰の原因判明 （現 金 過 不 足）×××（○ ○ ○）×××
□ 期中発生した現金不足の原因が決算にお
いて不明

（雑 損）×××（現 金 過 不 足）×××

□ 期中発生した現金過剰の原因が決算にお
いて不明

（現 金 過 不 足）×××（雑 益）×××

□決算日の現金不足 （雑 損）×××（現 金）×××
□決算日の現金過剰 （現 金）×××（雑 益）×××

普通預金および当座預金関係の仕訳
□普通預金から引落し （○ ○ ○）×××（普 通 預 金）×××

□普通預金への預入れ （普 通 預 金）×××（○ ○ ○）×××

□○○銀行の普通預金への預入れ （普通預金○○銀行）×××（○ ○ ○）×××

□ 他人振出小切手を受取り、ただちに当座
預金に預入れ

（当 座 預 金）×××（○ ○ ○）×××

□小切手の振出・当座預金から引落し （○ ○ ○）×××（当 座 預 金）×××

□当座預金への預入れ （当 座 預 金）×××（○ ○ ○）×××

□小切手（自己振出）の受取り （当 座 預 金）×××（○ ○ ○）×××

□○○銀行の当座預金への預入れ （当座預金○○銀行）×××（○ ○ ○）×××

□ 当座預金（貸方残高）の当座借越への振
替え

（当 座 預 金）×××（当 座 借 越）×××

手形および電子記録債権・債務関係の仕訳
□約束手形の振出し （○ ○ ○）×××（支 払 手 形）×××
□約束手形の受取り （受 取 手 形）×××（○ ○ ○）×××
□手形債権の決済 （○ ○ ○）×××（受 取 手 形）×××
□ 手形債務の決済 （支 払 手 形）×××（○ ○ ○）×××
□ 買掛金支払いのため電子記録に係る債務
が発生

（買 掛 金）×××（電 子 記 録 債 務）×××

□ 売掛金回収のため電子記録に係る債権が
発生

（電 子 記 録 債 権）×××（売 掛 金）×××
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問
題
編

第
１
問
対
策

第
１
問
対
策

資産関係の仕訳
♦�有形固定資産（建物・備品・車両など）
□有形固定資産の購入 （有形固定資産諸勘定）×××（○ ○ ○）×××

手数料などを含める

□修繕費の支払い （修 繕 費）×××（○ ○ ○）×××
□有形固定資産の改造 （有形固定資産諸勘定）×××（○ ○ ○）×××
□有形固定資産の減価償却（間接法） （減 価 償 却 費）×××（減価償却累計額）×××
□有形固定資産の売却（間接法） （減価償却累計額）×××（有形固定資産諸勘定）×××
　※売却益が生じる場合 （○ ○ ○）×××（固定資産売却益）×××

その他の債権債務の仕訳
□クレジット払いの条件で商品を販売 （クレジット売掛金）×××（売 上）×××
　（手数料は販売時に認識） （支 払 手 数 料）×××
□（借用証書による）現金貸付け （貸 付 金）×××（現 金）×××
□（借用証書による）現金借入れ （現 金）×××（借 入 金）×××
□（手形交付による）現金貸付け （手 形 貸 付 金）×××（現 金）×××
□（手形交付による）現金借入れ （現 金）×××（手 形 借 入 金）×××
□商品以外の売却代金の未収 （未 収 入 金）×××（○ ○ ○）×××
□商品以外の購入代金の未払い （○ ○ ○）×××（未 払 金）×××
□金銭の一時的立替え （立 替 金）×××（○ ○ ○）×××
□金銭の一時的預り （○ ○ ○）×××（預 り 金）×××
□仮払金の支払い （仮 払 金）×××（○ ○ ○）×××
□仮受金の受取り （○ ○ ○）×××（仮 受 金）×××
□仮払金の確定 （○ ○ ○）×××（仮 払 金）×××
□仮受金の判明 （仮 受 金）×××（○ ○ ○）×××
□保証金の支払い （差 入 保 証 金）×××（○ ○ ○）×××

株式会社の資本
□株式の発行（会社設立時） （○ ○ ○）×××（資 本 金）×××
□株式の発行（増資時） （○ ○ ○）×××（資 本 金）×××
□当期純利益の計上 （損 益）×××（繰越利益剰余金）×××
□剰余金の配当など （繰越利益剰余金）×××（未 払 配 当 金）×××

（利 益 準 備 金）×××
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第
１
問
対
策

第
２
問
対
策
①

第
２
問
対
策
②

第
２
問
対
策
③

第
２
問
対
策
④

第
３
問
対
策

総
合
問
題
①

総
合
問
題
②

問
題
編

その他の取引の仕訳
□給料の支払い （給 料）×××（預 り 金）×××

（○ ○ ○）×××
□所得税預り金の支払い （預 り 金）×××（○ ○ ○）×××
□社会保険料の支払い （預 り 金）×××（○ ○ ○）×××

（法 定 福 利 費）×××
□消耗品の購入 （消 耗 品 費）×××（○ ○ ○）×××
□貸倒引当金の設定（差額補充法） （貸倒引当金繰入）×××（貸 倒 引 当 金）×××
□貸倒れ（貸倒引当金設定あり） （貸 倒 引 当 金）×××（売 掛 金）×××
□貸倒れ（貸倒引当金設定なし） （貸 倒 損 失）×××（売 掛 金）×××
□貸倒れ（貸倒引当金設定一部あり） （貸 倒 引 当 金）×××（売 掛 金）×××

（貸 倒 損 失）×××
□前期以前に貸倒れ処理した債権の回収 （○ ○ ○）×××（償却債権取立益）×××
□諸会費の支払い （諸 会 費）×××（○ ○ ○）×××

税　金
□収入印紙税などの支払い （租 税 公 課）×××（○ ○ ○）×××
□掛仕入（税抜方式） （仕 入）×××（買 掛 金）×××

（仮 払 消 費 税）×××
□掛売上（税抜方式） （売 掛 金）×××（売 上）×××

（仮 受 消 費 税）×××
□消費税の納付税額の計上 （仮 受 消 費 税）×××（仮 払 消 費 税）×××

（未 払 消 費 税）×××
□法人税等の中間納付 （仮 払 法 人 税 等）×××（○ ○ ○）×××
□法人税等の納付税額の計上 （法人税、住民税及び事業税）×××（仮 払 法 人 税 等）×××
　（中間納付がある場合） （未 払 法 人 税 等）×××
□確定申告納付時 （未 払 法 人 税 等）×××（○ ○ ○）×××
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問
題
編

第
１
問
対
策

第
１
問
対
策

解答用紙（別冊）

▲

P4解答・解説 

▲

P74

商品売買１問題番号

1-01

　次の各取引について仕訳をしなさい。ただし、勘定科目は各取引の下の勘定科目から最も適当
と思われるものを選び、記号で解答すること。

１．�札幌商店に対して、買掛金￥20,000と翌月仕入予定の商品の手付金￥10,000を小切手を
振出して支払った。

ア．現 金 イ．仕 入 ウ．当 座 預 金 エ．買 掛 金
オ．前 払 金 カ．売 上

２．商品￥50,000の注文を受け、手付金￥20,000を現金で受取った。

ア．売 上 イ．現 金 ウ．当 座 預 金 エ．前 受 金
オ．発 送 費 カ．仕 入

３．�関東商店より注文しておいた商品￥400,000を引取り、注文時に支払った手付金￥100,000
を差引き、残額は月末に支払うことにした。なお、その際、引取運賃￥30,000を現金で
支払った。

ア．現 金 イ．売 掛 金 ウ．仕 入 エ．前 払 金
オ．買 掛 金 カ．売 上

４．�京都商店に対し、商品￥300,000を発送した。この商品はかつて注文のあったもので、注
文を受けたときに内金￥50,000を受取っている。また、商品代金の残額は月末に支払わ
れる予定である。なお、この商品の発送運賃￥3,000を現金で支払った。

ア．発 送 費 イ．売 掛 金 ウ．仕 入 エ．売 上
オ．現 金 カ．前 受 金

５．�大宮商店に対し、商品￥250,000を販売し、送料￥12,000を含めた合計額￥262,000を
掛とした。また、当該商品を運送会社へ引渡し、発送運賃￥12,000は現金で支払った。

ア. 売 上 イ. 現 金 ウ. 売 掛 金 エ. 仕 入
オ. 発 送 費 カ. 普 通 預 金
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第
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問
対
策

第
２
問
対
策
①

第
２
問
対
策
②

第
２
問
対
策
③

第
２
問
対
策
④

第
３
問
対
策

総
合
問
題
①

総
合
問
題
②

問
題
編

解答用紙（別冊）

▲

P5解答・解説 

▲

P76

商品売買２問題番号

1-02

　次の各取引について仕訳をしなさい。ただし、勘定科目は各取引の下の勘定科目から最も適当
と思われるものを選び、記号で解答すること。

１．�横浜商店から商品￥500,000を仕入れ、代金のうち￥300,000は小切手を振出して支払い、
残額は他店が振出した小切手で支払った。なお、当座預金の残高は￥250,000であったが、
湘南銀行と当座借越契約を締結しており借越限度額は￥500,000である。

ア．現 金 イ．売 上 ウ．買 掛 金 エ．当 座 預 金
オ．前 払 金 カ．仕 入

２．�新潟商店より、掛代金の回収として￥200,000を同店振出しの小切手で受取り、ただちに
当座預金に預入れた。

ア．売 掛 金 イ．仕 入 ウ．当 座 預 金 エ．前 払 金
オ．買 掛 金 カ．売 上

３．�品違いのため、得意先より商品50個（＠￥1,100）が返品され、掛代金から差引くことと
した。

ア．現 金 イ．仕 入 ウ．当 座 預 金 エ．買 掛 金
オ．売 掛 金 カ．売 上

４．�難波商店に商品￥30,000を売上げ、代金のうち￥20,000は、先に当社が振出した小切手
で受取り、残額は自治体が発行した商品券を受取った。

ア．現 金 イ．受 取 商 品 券 ウ．普 通 預 金 エ．買 掛 金
オ．当 座 預 金 カ．売 上

５．�当社が保有している他者発行の商品券￥70,000を換金し、現金を受取った。

ア．買 掛 金 イ．受 取 商 品 券 ウ．売 上 エ．現 金
オ．前 受 金 カ．当 座 預 金
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解答・解説編
第１問対策 ▲

P74〜

第２問対策①  勘定記入 ▲

P106〜

第２問対策②  伝票・証ひょう ▲

P122〜

第２問対策③  補助簿 ▲

P132〜

第２問対策④  その他 ▲

P146〜

第３問対策 ▲

P150〜

総合問題 ▲

P172〜
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解
答
・
解
説
編

第
１
問
対
策

第
１
問
対
策

借　　　　　　　　方 貸　　　　　　　　方
記　　　号 金　　　額 記　　　号 金　　　額

1

( エ ) 20,000 ( ウ ) 30,000
( オ ) 10,000 ( )
( ) ( )
( ) ( )

2

( イ ) 20,000 ( エ ) 20,000
( ) ( )
( ) ( )
( ) ( )

3

( ウ ) 430,000 ( エ ) 100,000
( ) ( オ ) 300,000
( ) ( ア ) 30,000
( ) ( )

4

( カ ) 50,000 ( エ ) 300,000
( イ ) 250,000 ( オ ) 3,000
( ア ) 3,000 ( )
( ) ( )

5

( ウ ) 262,000 ( ア ) 262,000
( オ ) 12,000 ( イ ) 12,000
( ) ( )
( ) ( )

商品売買１問題番号

1-01

解 答
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75

第
１
問
対
策

第
２
問
対
策
①

第
２
問
対
策
②

第
２
問
対
策
③

第
２
問
対
策
④

第
３
問
対
策

総
合
問
題
①

総
合
問
題
②

解
答
・
解
説
編１． �買掛金の支払いおよび手付金の支払いとして、小切手を振出した問題である。

 （買　　　掛　　　金） 20,000 （当 座 預 金） 30,000
 （前　　　払　　　金） 10,000
　買掛金の支払いをしたときには、買掛金勘定（負債）の借方に記帳し、商品仕入のための手付
金は、前払金勘定（資産）の借方に記帳する。なお、支払額は小切手を振出したので、当座預金
勘定（資産）の貸方に記帳する。

２．商品の注文を受け、手付金を受取った問題である。
 （現　　　　　　　金） 20,000 （前　　　受　　　金） 20,000
　商品の注文を受け、手付金を受取ったときには、前受金勘定（負債）の貸方に記帳する。

３．商品を仕入れ、代金の一部を手付金と相殺し、残額は掛とした問題である。
 （仕　　　　　　　入） 430,000 （前　　　払　　　金） 100,000
   （買　　　掛　　　金） 300,000
   （現　　　　　　　金） 30,000
　商品を仕入れたときには、原価で仕入勘定（費用）の借方に記帳し、引取運賃も商品の原価に
含めるので、仕入勘定の借方に記帳する。また、代金として、注文時に支払った手付金と相殺し
たときには、前払金勘定（資産）の貸方に記帳し、残額は月末に支払うことにしたので、買掛金
勘定（負債）の貸方に記帳する。

４．商品を売上げ、代金の一部を内金と相殺し、残額は掛とした問題である。
 （前　　　受　　　金） 50,000 （売　　　　　　　上） 300,000
 （売　　　掛　　　金） 250,000 （現　　　　　　　金） 3,000
 （発　　　送　　　費） 3,000
　商品を売上げたときには、売価で売上勘定（収益）の貸方に記帳する。また、代金として、注
文時に受取った内金と相殺したときには、前受金勘定（負債）の借方に記帳し、残額は月末に支
払われる予定とあるので、売掛金勘定（資産）の借方に記帳する。なお、運賃を支払ったときには、
発送費勘定（費用）の借方に記帳する。

５．商品を掛にて売上げ、発送費を支払ったときの問題である。
 （売　　　掛　　　金） 262,000 （売　　　　　　　上） 262,000
 （発　　　送　　　費） 12,000 （現　　　　　　　金） 12,000
　商品を掛にて売上げたときには、売掛金勘定（資産）の借方および売上勘定（収益）の貸方に
記帳する。なお、運賃を支払ったときには発送費勘定（費用）の借方に記帳する。また、売上と
して計上する金額について、送料を含めた額で処理する点に注意すること。

解 説
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76

解
答
・
解
説
編

第
１
問
対
策

第
１
問
対
策

借　　　　　　　　方 貸　　　　　　　　方
記　　　号 金　　　額 記　　　号 金　　　額

1

( カ ) 500,000 ( エ ) 300,000
( ) ( ア ) 200,000
( ) ( )
( ) ( )

2

( ウ ) 200,000 ( ア ) 200,000
( ) ( )
( ) ( )
( ) ( )

3

( カ ) 55,000 ( オ ) 55,000
( ) ( )
( ) ( )
( ) ( )

4

( オ ) 20,000 ( カ ) 30,000
( イ ) 10,000 ( )
( ) ( )
( ) ( )

5

( エ ) 70,000 ( イ ) 70,000
( ) ( )
( ) ( )
( ) ( )

商品売買２問題番号

1-02

解 答
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77

第
１
問
対
策

第
２
問
対
策
①

第
２
問
対
策
②

第
２
問
対
策
③

第
２
問
対
策
④

第
３
問
対
策

総
合
問
題
①

総
合
問
題
②

解
答
・
解
説
編１． �商品を仕入れ、代金として、一部は小切手を振出し、残額は他店振出しの小切手で支払っ

た問題である。
 （仕　　　　　　　入） 500,000 （当 座 預 金） 300,000
   （現　　　　　　　金） 200,000
　商品を仕入れたときには、原価で仕入勘定（費用）の借方に記帳する。また、代金として、小
切手を振出したときには、当座預金勘定（資産）の貸方に記帳し、残額は他店が振出した小切手
で支払ったため、現金勘定（資産）の貸方に記帳する。なお、当座預金勘定は貸方残高になるが、
これは銀行からの自動的な借入れを意味する。

２． �掛代金を他人振出しの小切手により回収し、ただちに当座預金に預入れた問題である。
 （当 座 預 金） 200,000 （売　　　掛　　　金） 200,000
　掛代金を回収したときには、売掛金勘定（資産）の貸方に記帳し、代金は他人振出しの小切手
を受取り、ただちに当座預金に預入れているため、当座預金勘定（資産）の借方に記帳する。

３． �売上げた商品が品違いのため返品された問題である。
 （売　　　　　　　上） 55,000 （売　　　掛　　　金） 55,000
　売上げた商品が品違いのため返品されたときには、売上勘定（収益）の借方に記帳するとともに、
売掛金勘定（資産）の貸方に記帳する。

４． �商品を売上げ、代金として、当社が振出した小切手と自治体が発行した商品券を受取った
問題である。

 （当 座 預 金） 20,000 （売　　　　　　　上） 30,000
 （受　取　商　品　券） 10,000
　商品を売上げ、代金として、当社が振出した小切手を受取ったときには、当座預金勘定（資産）
の借方に記帳する。また、自治体発行の商品券を受取った分は、発行した自治体に対してその商
品券の金額に相当する代金を請求する権利が生じるので、受取商品券勘定（資産）の借方に記帳
する。

５． �当社が保有している他者発行の商品券を換金した問題である。
 （現　　　　　　　金） 70,000 （受　取　商　品　券） 70,000
　他者発行の商品券を受取ったときには、受取商品券勘定（資産）の借方に記帳する。
　本問は、当該他者発行の商品券を換金した問題であるため、受取商品券勘定の貸方に記帳する
とともに、受取額を現金勘定（資産）の借方に記帳する。

解 説
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解 答 用 紙
第１問対策 ▲

P4〜

第２問対策①  勘定記入 ▲

P18〜

第２問対策②  伝票・証ひょう ▲

P26〜

第２問対策③  補助簿 ▲

P32〜

第２問対策④  その他 ▲

P38〜

第３問対策 ▲

P40〜

総合問題 ▲

P50〜
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4

解
答
用
紙

第
１
問
対
策

商品売買１問題番号

1-01

借　　　　　　　　方 貸　　　　　　　　方
記　　　号 金　　　額 記　　　号 金　　　額

1

( ) ( )
( ) ( )
( ) ( )
( ) ( )

2

( ) ( )
( ) ( )
( ) ( )
( ) ( )

3

( ) ( )
( ) ( )
( ) ( )
( ) ( )

4

( ) ( )
( ) ( )
( ) ( )
( ) ( )

5

( ) ( )
( ) ( )
( ) ( )
( ) ( )
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5

第
１
問
対
策

第
２
問
対
策
①

第
２
問
対
策
②

第
２
問
対
策
③

第
２
問
対
策
④

第
３
問
対
策

総
合
問
題
①

総
合
問
題
②

解
答
用
紙

商品売買２問題番号

1-02

借　　　　　　　　方 貸　　　　　　　　方
記　　　号 金　　　額 記　　　号 金　　　額

1

( ) ( )
( ) ( )
( ) ( )
( ) ( )

2

( ) ( )
( ) ( )
( ) ( )
( ) ( )

3

( ) ( )
( ) ( )
( ) ( )
( ) ( )

4

( ) ( )
( ) ( )
( ) ( )
( ) ( )

5

( ) ( )
( ) ( )
( ) ( )
( ) ( )
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